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図書館・博物館等
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ハコモノ個別施設計画 個別施設票

No. 106

小分類 図書館・博物館等

１ 施設概要

施設名称 図書館交流プラザ

所在地 康生通西４丁目７１

内容

図書館を中核とした、市民の生涯学習の推進を図るとともに、「活動支援」「文化創造」

「交流」の機能を加えた複合施設

施設所管課 市民協働推進課（令和３年度から生涯学習課）

特記事項
複合施設：中央図書館

２ 対象建物と状態

棟名称 完成年月
延床面積

（㎡）
構造

耐震 点検結果

診断 補強 屋根 外壁

図書館交流プラザ 2008 年 3 月 23,981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 - - D A

東駐車場管理事務所 2008 年 10 月 1 鉄骨造 - - A B

東駐車場便所 2015 年 1 月 5 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 - - A A

城北遊園便所 2007 年 10 月 10 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 - - B B

康生地下駐車場 1971 年 3 月 1,531 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 有 不要 A B

３ 今後の取組方針

長期的な方向性

１棟あたりの延床面積が市民利用施設で最大であり、維持管理コストの規模も大き

いことから、複合化している他の施設にも留意した計画的な改修により、安定した

サービスの提供と効率化によるコストの低減を図る。

今後 10 年間の

取組みの方向性

改修を要する部材が見られるため、施設の長寿命化に係る工事を実施し維持保全を

図る。

４ 対策の内容と概算費用

実施内容 概算費用（千円） 備考

長寿命化 507,243 屋根・外壁・設備（受変電・昇降機）
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ハコモノ個別施設計画 個別施設票

No. 107

小分類 図書館・博物館等

１ 施設概要

施設名称 美術博物館

所在地 高隆寺町字峠１

内容

博物館法に基づき設置された、歴史・民俗等の資料収集や展示などを行うための施設

施設所管課 美術博物館

特記事項

２ 対象建物と状態

棟名称 完成年月
延床面積

（㎡）
構造

耐震 点検結果

診断 補強 屋根 外壁

美術博物館 1995 年 11 月 6,468 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 - - D D

倉庫（美博西） 1999 年 3 月 26 軽量鉄骨造 - - A A

３ 今後の取組方針

長期的な方向性

美術品の収蔵や展示の設備等を有し他の施設に比べて維持管理のコストが高くなる

傾向にあることから、計画的な改修による安定したサービスの提供と効率化による

コストの低減を図る。また、施設の更新時には稼働状況、他施設との機能重複の状

況等を踏まえ、規模の適正化を検討する。

今後 10 年間の

取組みの方向性

改修を要する部材が見られるため、施設の長寿命化に係る工事を実施し維持保全を

図る。

４ 対策の内容と概算費用

実施内容 概算費用（千円） 備考

長寿命化 2,000,000
屋根・外壁・設備（受変電・発電・防災・通信・空調・便所・消

火・昇降機・給排水衛生）・内部
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ハコモノ個別施設計画 個別施設票

No. 108

小分類 図書館・博物館等

１ 施設概要

施設名称 美術館

所在地 明大寺町字茶園１１－３

内容

地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき設置された、市民が美術活動などを

行うための施設

施設所管課 美術館

特記事項

２ 対象建物と状態

棟名称 完成年月
延床面積

（㎡）
構造

耐震 点検結果

診断 補強 屋根 外壁

本館棟 1972 年 8 月 1,542 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 有 不要 B C

本館収蔵庫部分 1978 年 3 月 231 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 有 不要 B D

東館棟 1971 年 8 月 2,476 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 有 済 A D

東館書庫 1993 年 9 月 96 軽量鉄骨造 - - A B

屋外便所 1996 年 1 月 7 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 - - A B

本館エレベーター棟 2017 年 3 月 28 鉄骨造 - - A A

３ 今後の取組方針

長期的な方向性

美術品の収蔵や展示の設備等を有し他の施設に比べて維持管理のコストが高くなる

傾向にあることから、計画的な改修による安定したサービスの提供と効率化による

コストの低減を図る。また、施設の更新時には稼働状況、他施設との機能重複の状

況等を踏まえ、規模の適正化を検討する。

今後 10 年間の

取組みの方向性

改修を要する部材が見られるため、施設の長寿命化に係る工事を実施し維持保全を

図る。

４ 対策の内容と概算費用

実施内容 概算費用（千円） 備考

長寿命化 145,348 外壁・設備（昇降機）
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ハコモノ個別施設計画 個別施設票

No. 109

小分類 図書館・博物館等

１ 施設概要

施設名称 岡崎地域文化広場

所在地 岡町字鳥居戸１－１

内容

市の施策により設置された、子どもの美術作品の収集展示や創作活動などを行うための

施設

施設所管課 地域文化広場

特記事項

２ 対象建物と状態

棟名称 完成年月
延床面積

（㎡）
構造

耐震 点検結果

診断 補強 屋根 外壁

子ども美術博物館 1985 年 1 月 3,948 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 - - A A

子 ど も 美 術 博 物 館 （ 増 築 ） 1989 年 2 月 340 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 - - A A

野外便所Ａ 1985 年 1 月 54 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 - - A A

野外便所Ｂ 1985 年 1 月 54 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 - - B A

自転車置場Ａ 1985 年 1 月 104 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 - - A A

自転車置場Ｂ 1985 年 1 月 104 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 - - A A

売店 1985 年 3 月 66 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 - - A A

３ 今後の取組方針

長期的な方向性

美術品の収蔵や展示の設備等を有し他の施設に比べて維持管理のコストが高くなる

傾向にあることから、計画的な改修による安定したサービスの提供と効率化による

コストの低減を図る。また、施設の更新時には稼働状況、他施設との機能重複の状

況等を踏まえ、規模の適正化を検討する。

今後 10 年間の

取組みの方向性

当面長寿命化等に係る工事の予定はないため、最小限の維持保全を実施する。

４ 対策の内容と概算費用

実施内容 概算費用（千円） 備考
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ハコモノ個別施設計画 個別施設票

No. 110

小分類 図書館・博物館等

１ 施設概要

施設名称 郷土館（旧額田郡公会堂及物産陳列所）

所在地 朝日町３丁目３６－１

内容

歴史文化に触れ、継承・活用するための施設

施設所管課 教育委員会事務局社会教育課

特記事項

２ 対象建物と状態

棟名称 完成年月
延床面積

（㎡）
構造

耐震 点検結果

診断 補強 屋根 外壁

本館棟 1913 年 12 月 532 木造 有 未 - -

収蔵庫棟 1913 年 12 月 171 木造 有 未 - -

作業棟 1913 年 12 月 53 木造 有 未 - -

３ 今後の取組方針

長期的な方向性

「旧額田郡公会堂及物産陳列所保存活用計画」に基づく保存活用整備を実施し、集

会機能や展示機能を中心とした施設の活用を図る。

今後 10 年間の

取組みの方向性

「旧額田郡公会堂及物産陳列所保存活用計画」に基づく整備の実施を検討する。

４ 対策の内容と概算費用

実施内容 概算費用（千円） 備考
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ハコモノ個別施設計画 個別施設票

No. 111

小分類 図書館・博物館等

１ 施設概要

施設名称 旧本多忠次邸

所在地 欠町字足延４０－１

内容

歴史文化に触れ、継承・活用するための施設

施設所管課 教育委員会事務局社会教育課

特記事項

２ 対象建物と状態

棟名称 完成年月
延床面積

（㎡）
構造

耐震 点検結果

診断 補強 屋根 外壁

旧本多忠次邸 2012 年 1 月 535 木造 - - B B

３ 今後の取組方針

長期的な方向性

国の登録有形文化財の登録施設として適切な維持管理を行うとともに活用手法の検

討を図る。

今後 10 年間の

取組みの方向性

当面長寿命化等に係る工事の予定はないため、最小限の維持保全を実施する。

４ 対策の内容と概算費用

実施内容 概算費用（千円） 備考
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ハコモノ個別施設計画 個別施設票

No. 112

小分類 図書館・博物館等

１ 施設概要

施設名称 旧愛知県第二尋常中学校講堂

所在地 針崎町字春咲１－１

内容

歴史文化に触れ、継承・活用するための施設

施設所管課 教育委員会事務局社会教育課

特記事項

２ 対象建物と状態

棟名称 完成年月
延床面積

（㎡）
構造

耐震 点検結果

診断 補強 屋根 外壁

旧愛知県第二尋常中学校講堂 1897 年 1 月 342 木造 有 未 - -

３ 今後の取組方針

長期的な方向性

国の登録有形文化財の登録施設として適切な維持管理を行うとともに活用手法の検

討を図る。

今後 10 年間の

取組みの方向性

当面長寿命化等に係る工事の予定はないため、最小限の維持保全を実施する。

４ 対策の内容と概算費用

実施内容 概算費用（千円） 備考




